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平
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介
護
保
険
事
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特
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会
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補
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予
算

【
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共
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党
】

議
案
第
１
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４
号

訴
え
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提
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明
党
】

議
案
第
１
１
５
号

平
成
　
年
度
一
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会
計
補
正
予
算

【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】【
政
晴
会
】

30

の
環
境
整
備
と
し
て
、
水
位

の
状
況
や
変
化
等
を
把
握
す

る
た
め
の
目
安
と
な
る
水
位

計
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
土
木
管
理
費
お
よ
び
道
路

橋
り
ょ
う
費
を
合
計
し
た
月

別
の
時
間
外
勤
務
手
当
執
行

額
は
。

答
平
成
30
年
４
月
勤
務
分
は
、

約
６
６
９
万
円
、
５
月
分
は
、

約
５
２
６
万
円
、
６
月
分
は
、

約
５
９
８
万
円
、
７
月
分
は
、

約
７
６
２
万
円
、
８
月
分
は
、

約
５
４
１
万
円
、
９
月
分
は
、

約
６
４
９
万
円
、
10
月
分
は
、

約
５
９
６
万
円
で
あ
る
。

問
時
間
外
勤
務
手
当
の
額
か

ら
も
、
時
間
外
勤
務
が
常
態

化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

時
間
外
勤
務
縮
減
に
向
け
、

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点

を
踏
ま
え
た
人
員
配
置
の
考

え
方
を
伺
う
。

答
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
、
組
織
と
し

て
応
援
体
制
を
と
り
、
各
職

場
の
業
務
内
容
や
長
時
間
勤

務
の
実
施
状
況
等
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
職
員
の
職
務

経
験
も
踏
ま
え
適
切
な
人
員

不
落
対
策
を
ど
う
図
る
の
か
。

答
技
術
者
等
兼
務
の
取
り
扱

い
の
整
備
、
難
工
事
指
定
制

度
、
発
注
見
通
し
の
公
表
、

発
注
時
期
の
平
準
化
等
の
対

策
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後

は
県
の
取
り
組
み
も
参
考
に

不
調
不
落
対
策
を
推
進
す
る
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
災
害
復
旧
や
台
風
等
へ
の

対
応
で
職
員
の
時
間
外
労
働

が
増
え
た
。
過
重
負
担
解
消

の
た
め
の
対
策
を
伺
う
。

答
職
員
の
兼
務
に
よ
る
応
援

体
制
の
構
築
を
図
る
ほ
か
、

臨
時
職
員
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
職
員
の
長
時
間
労
働
の

是
正
を
図
っ
て
い
る
。

問
旧
川
越
織
物
市
場
整
備
事

業
の
工
期
は
見
直
す
の
か
。

答
文
化
財
建
造
物
の
復
原
の

た
め
、
基
本
的
に
建
物
本
体

の
工
事
の
仕
様
等
に
変
更
は

な
い
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
の

工
期
を
考
え
て
い
る
が
、
工

事
の
発
注
時
期
等
を
勘
案
し
、

適
正
な
工
期
を
設
定
す
る
。

問
公
開
用
監
視
カ
メ
ラ
の
設

置
に
際
し
、
水
位
計
を
設
け

る
予
定
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
公
開
用
監
視
カ
メ
ラ
を
さ

ら
に
有
効
に
活
用
す
る
た
め

問
脇
田
歩
道
橋
耐
震
化
工
事

に
つ
い
て
、
今
後
の
発
注
で

ど
う
改
善
を
図
る
の
か
。

答
周
辺
環
境
が
厳
し
い
状
況

で
も
、
よ
り
安
全
、
確
実
に

工
事
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

安
全
対
策
や
施
工
方
法
な
ど

に
一
層
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

問
現
在
想
定
し
て
い
る
、
旧

川
越
織
物
市
場
整
備
事
業
の

問
川
越
市
に
お
い
て
過
去
に

契
約
解
除
に
よ
る
訴
え
の
提

起
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答
同
様
の
事
例
は
な
い
。

問
公
共
工
事
を
め
ぐ
り
訴
訟

に
至
っ
た
こ
と
に
対
す
る
市

の
見
解
は
。

答
公
共
工
事
と
そ
の
発
注
は
、

競
争
性
、
透
明
性
、
公
正
性

お
よ
び
公
平
性
等
を
確
保
の

上
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
入
札
参
加
者
に
関
係

法
令
の
遵
守
、
仕
様
書
等
の

熟
知
を
求
め
て
お
り
、
訴
訟

工
事
の
発
注
方
法
は
。

答
文
化
財
建
造
物
の
た
め
、

建
物
本
体
の
工
事
の
仕
様
等

は
基
本
的
に
変
更
は
な
い
が
、

発
注
時
期
の
変
更
に
よ
り
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
体
制
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
。
よ
り
多

く
の
入
札
参
加
者
を
募
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
。

問
公
共
工
事
の
今
後
の
不
調

に
至
っ
た
こ
と
は
大
変
遺
憾

で
あ
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
厳
正
に
対

処
す
る
た
め
に
も
、
司
法
の

場
に
判
断
を
委
ね
る
他
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
旧
川
越
織
物
市
場
整
備
事

業
の
今
後
の
計
画
は
。

答
本
事
業
は
、
市
民
の
期
待

が
大
き
い
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
早
期
に
完
了
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
工
事
の
竣

工
は
、
平
成
33
年
３
月
末
ま

で
を
目
途
に
計
画
し
て
い
る
。

狭
あ
い
化
解
消
の
た
め
の
運

動
を
後
押
し
し
て
き
た
立
場

と
し
て
、
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
充
実
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
。

　障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ

り
、
障
害
児
の
通
園
施
設
に

も
１
割
負
担
が
課
さ
れ
た
が
、

市
は
現
在
ま
で
無
料
と
し
て

き
た
。
ひ
か
り
児
童
園
に
通

う
児
童
が
１
割
負
担
す
る
と

年
間
約
１
３
１
万
円
と
な
る
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

　今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

反
　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　日
本
共
産
党
議
員
団
は
、

議
会
請
願
や
一
般
質
問
で
あ

け
ぼ
の
・
ひ
か
り
児
童
園
の

議
案
第
１
０
２
号

配
置
に
努
め
て
い
き
た
い
と

問
基
金
の
年
度
末
残
高
見
込

み
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
39
億
２
４
７
８
万
７
９
７

５
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
仮
に
本
補
正
で
の
積
立
額

を
３
年
間
の
保
険
料
に
充
て

よ
う
と
す
る
と
、
１
人
年
間

い
く
ら
引
き
下
げ
ら
れ
る
か
。

答
約
１
９
４
７
円
で
あ
る
。

問
約
40
億
円
の
残
高
を
市
長

は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
準
備
基
金
は
、
一
定
の
規

模
は
維
持
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
保
険
財
政
の

考
え
て
い
る
。

規
模
に
比
べ
て
大
き
な
額
に

な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
第
７

期
の
介
護
保
険
料
の
決
定
に

当
た
り
、
約
23
億
５
千
万
円

を
取
り
崩
し
、
基
準
月
額
を

１
０
０
円
引
き
下
げ
、
残
り

は
、
本
市
の
高
齢
化
が
本
格

化
す
る
第
８
期
、
第
９
期
の

保
険
料
の
抑
制
に
活
用
す
る

こ
と
と
し
た
。
今
後
も
、
基

本
的
に
は
こ
の
考
え
に
基
づ

い
て
基
金
を
維
持
、
活
用
し

て
い
き
た
い
。
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